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 本論文は、15 世紀末から 16 世紀前半にかけてのイタリア美術における変容現象を、具体的な事例と同
時代の文献資料の分析を通じて実証的に分析することを目的とする。 
 15 世紀末から 16 世紀前半にかけて、イタリア絵画において大きな変化が生じた。15 世紀を通じて練







 そのような研究史に対して、本論文では、15 世紀末から 16 世紀前半にかけての美術の変容過程を、具
体的な作品の分析を通じて、実証的に再構成する。 
 
第 1 章「15 世紀末から 16 世紀前半にかけての特異な視覚的経験」 
 この章では問題提起および第 2 章以降の作品分析のための歴史的文脈の確定を行う。具体的には、自
然再現からの離脱と人工的技巧への傾斜、聖人たちと古代異教神たちの視覚的特質の共有、そして観者を
驚かせる奇矯な作品構造の源泉と考えることのできる 3 つの視覚的経験を再構成する。 






































第 2 章「ピントリッキオのアパルタメント・ボルジア――古代との出会いと初期ルネサンスの変容」 
 この章では、グロテスクの発見を契機とするルネサンス美術の変容現象を、ピントリッキオによるアパ
ルタメント・ボルジア（1492-94 年）の成立に焦点を当てて分析する。「はじめに」で考察の背景を要約






 第 3 節から第 4 節では、同時代人たちがアパルタメント・ボルジアに向けた批判的眼差しに注目し、







































































 「はじめに」で考察の背景を確認したのち、第 1 節では、カメリーノの制作背景と視覚的特徴を分析す
る。平面図が約 3.50×4.36m、ヴォールト天井の最も高い部分が 3.90m というこの小さな室内空間は、
第 3 章第 2 節で考察した肖像画のモデルであるジャン・ガレアッツォ・サンヴィターレ伯爵とその妻パ
オラ・ゴンザーガによって注文されたと考えられる。 







 第 2 節から第 3 節では、カメリーノの制作年代を特定し、さらに制作背景を分析する。パルミジャニ
ーノ自身の他の作品（サン・ジョヴァンニ・エヴァンジェリスタ聖堂）との類似、カメリーノの視覚的構
造の源泉の 1 つと考えられるコレッジョのカメラ・ディ・サン・パオロ（1519 年完成）の歴史的文脈、























（1499 年）における 8 角形の生命の噴水＝浴場、さらにコロンナの作品から影響されたと考えられるア
ンドレア・バイアルディ『フィロジーネ』（1507 年）における同様の噴水に関する記述と無視しがたい共
通点を有している。これらの源泉がカメリーノのイメージ構想において活用された可能性が考えられる。 






いうもう 1 つの運命を乗り越えた結果であることを伯爵夫妻に示す視覚的要素と考えることができる。 






















 本論文で明らかにした 15 世紀末から 16 世紀前半にかけての美術の変容過程は、マニエリスムという
概念を再検討するための注目すべき素材であるとともに、美術的創造の本性をめぐる省察のためにも重
要な事例である。各章で取りあげた美術家と作品とパトロンの関係は、いずれも、自然の合理的な再現と
いう規範から離れて、想像力と主観性に根ざしたもう 1 つの選択肢へと美術が変容する瞬間を示してい
る。これらの事例は、他の多様な時代と地域の美術的創造の本性を考察するためのリトマス試験紙的な尺
度として活用されうるものである。 
